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1.緒言 活動意識については， i腐りを見て自己河断

深見(2016)は，運動部活動(こ所属する中高

生の自己管理，活動意識を報告している.自

己守日i!J訂正行、者ほど不定愁訴が少なく

;4riffJJlv 、ことや，目標の達成iこIr' Jげて!~.体

的な計[IHiをJ/て努力できている /1.誌は満ii己主

I白い ことが!丹らかにしている.しふ¥‘

生を対象とした研究は中原(2016)がストレス

対処能力の変化を報告しているが自己管理や

活動意識に関する研究は少なし¥

そこで本研究では，スホーツ大学に通う大学

任不裂に円ヨ管理や活動意識h 可吠ぞ課題

中心治、γiることを目的としん一
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対象に， 2017年 lu月ド匂にアンケート調査を

行った.自己管坪J立川崎 (2010)を参考に 21問，

活動意識は深見(2016)を参考に 16間を作成し，

5段階で回答を得た.三年生を対象とした理由

は?鞍賢ゲグ〉関わりが 番少ない常年で、糸灼司

ir~ ご、(!)悩み等を相談寸う

ことが fpFU、されたためである.
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属 (nこ 9H):こう士;ト比較を試みたが. 有窓
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ごいると思うかど〈
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評価群(n=71)と低評価群 (nご (2)に分け比較し

たところ，野菜の摂取(高 3.99=.09，低 3.39土

1. 09) ，乳製品の摂取 (r~lí 11. 21 :t:. 84，低 3.71士

1. 08) ，睡眠時間の線掠(高 3.56土1.08，低 2.65

;:11);勾内誌な差が認められけ

で

ラ一(付4ι.2幻7土.49引)と非レギユラ一(付4.01 ='= . 63) 

との間に有七7去が認められた (p=.05)‘告

な差はなか/)たもわの準しギュラーはレキュ

ラー (4.08i. 上りをJ高い値であった.この

理由として，可L~〆ギュヲー;主レギュラーと非

ギュラーの立ち位置の両方を行き来し，周りを

見て行動できているのではないのかと考えら

れた.これを裏づけるように高い意識で取

V)組むことができているか」でも準レギュラー

が最も高い舵合宗 Lに1.18土問).緊張感

あ る ポ ジ シ ー で ふ る ギ ュ ラ ← ば 最 も

i二心をもっ一段;く二打つ，このような五告

が得られたれ_，r:-./-rレ 4γ 考えら

4原主と占1)

車1]ごはんの欠食，起床や入阪に諜題を抱え

ている学生ぷ少なくないことが才Jかったが，

生活上の不調を相談する相手に教員や部活の

顧問jを挙げろ本のl'i0宅であった，また自己

管理ができ七、、る刀、 Yう:〉追わからないと回答

した者が 41 にのぼる二とから，生活を見直

す機会を設け;んり相談示、さる環境づくりが必

要であると結論づけられた.活動意識は出鋭

機会によって異なる傾向にあることが確認で

き，それぞれがどのようた弓識を持ち合わせ

ているのか共有寸一るこ 重要だといえる.
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